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Ⅰ.  概 況 

 

Ｈ２７年度の我が国経済は、金融緩和と円安に加え原油安が奏功し、輸出産業を中心とした企

業収益の向上を支えに、全産業の業況判断指数および有効求人倍率も好転してきた。 

しかし年度後半からは、ＧＤＰの実質成長率が７%を割る中国経済の減速や海外経済の不透明

感から円高が進行するなど、企業業績の勢いに陰りも見え、先行きの不透明感は拭われていない。

平成27 年度の実質国内総生産（実質ＧＤＰ）成長率は1.2％程度と見込まれる。 

 

北九州地域においては、生産環境の好転を受けて有効求人倍率の向上など、雇用環境の改善に

加え、国の地方創生戦略を受けて北九州市が進める「まち・ひと・しごと創生戦略」の推進、規

制緩和政策として北九州市が提案した、介護ロボットの実用化を後押しする「国家戦略特区」の

指定など、地方創生の取り組みを後押しする体制も整いつつある。 

また、昨年7 月には、官営八幡製鉄所を中心とする明治産業革命遺産が世界文化遺産に登録さ

れ、100 年に亘る産業史の再評価と都市資源再生と活用に向けた機運が高まってきた。 

 

こうした環境の中、平成２７年度のＫＰＥＣ事業は、「北九州地域産業人材育成フォーラム事業」、

「北九州の企業人による小学校応援団事業」、「1000 人の夢寄金事業」を中心に、事業の拡充と

産学官連携による運営の仕組み創りを推進した。 

特に、「北九州地域産業人材育成フォーラム」が、北九州市が進める「まち・ひと・しごと創生

戦略」や北九州大学等が推進する「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」に組み込まれ、

「小学校応援団事業」が、北九州市の教育大綱に記載されるなど、産学官民の連携軸として地域

の環境づくりを進めるＫＰＥＣの企画・開発事業が、地域システムとしての評価を受けるように

なって来た。 

地域創生戦略は、地域の特性に即した地域課題の解決が基本的な視点であり、KPEC の推進し

ている、産学連携、協働の仕組みが強く求められている。 

「もったいない総研事業」については、シビックプライドの醸成をテーマとして、市民が評価

する市民財産の選定とその活用による新しい街づくりという事業の方向を決定した。 

指定管理事業である北九州イノベーションギャラリー（ＫＩＧＳ）については、北九州市の要

請を受けて、「世界文化遺産応援展東田ものがたり」「世界文化遺産登録記念展八幡鐵ものがたり」

の２つのプロモーション事業を企画、実施すると共に、指定管理要件の各種事業を実施した。 

 

法人運営としては、こうした事業の拡充に対応した運営体制の整備を行うと共に、懸案の財務

体質の改善及び単年度収支の黒字化を実現し、今後の事業運営体制の環境整備を行い、所期の実

績を達成した。  

   

平成２７年度の事業の実施状況は、概ね以下の通りである。 
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Ⅲ. 公益目的事業 

１ 「もったいない」を未来に引き継ぐ事業 

ＫＰＥＣ１０周年を期して創設、運営してきた「もったいない総研」事業については、Ｈ２５年

度をもってこれまでの事業活動を総括し、事業の運営理念も含めて、今後の進め方について「も

ったいない総研事業検討会」を設置し検討を行った。 

 

１）「もったいない総研」の再構築事業 

 産業・文化遺産にとどまらず、北九州市(都市)を構成する産業、文化、社会、生活、市民の中に 

ある様々な“価値あるモノ”を、シビックプライドのコンテンツという新しい概念で捉え、その

継承と活用を推進していく事業化の検討を行った。 

 （１）「新もったいない総研」事業の枠組みと方向性を検討する会合 = 「KPEC 事業開発研究会」 

   を4 回開催した。 

・開催時期 (平成27 年6 月、9 月、10 月、12 月) 

（２）とくに、「新もったいない総研」事業に相応しい社会的意義を確立するために専門家 3 氏

の意見交換会を実施した。 

・平成27 年10 月20 日  

・徳田 光弘氏（九工大准教授）、市原 猛志氏(九州大学助教)、前薗 廣幸氏(郷土史研究家) 

（３）上記、「KPEC 事業開発研究会」の会合を重ね、取り組む新事業の枠組みと構想を検討。 

本年度の活動結果として、「『北九州市民財産』(仮称)活用によるまちづくり」事業の構想を企 

画、立案し、 「平成28 年度事業計画」 に集約・反映し実施計画書として道筋をつけた。 

 

２）環境未来都市構築支援事業 

（１） えこっパーのブランディング向上 

「えこっパー」のブランディングについて、行政、製造会社、KPEC 3 者で協議した。 

・牛乳パックの再利用で作られたものではあるが、環境首都を目指す北九州市のエコマインド 

 を市民に定着させるツールであり、単なるトイレットペーパーではないことを再定義した。 

・環境都市の広報活動に環境プロモーションツールとして活用し、ブランド力向上に取り組ん 

だ。  

・牛乳パックの回収によるリサイクル活動について、地域社会への定着を誘導した。 

（２） えこっパーを通じた環境教育の促進  

・「小学校応援団」事業と絡めたリサイクル環境教育として北九州市内小学校への「出前授業」 

 の実施を企画し、平成28 年度より、実施する。 

・行政より、小学校校長会等へ「えこっパー」を通じた環境教育の定着を啓蒙した。 

・牛乳パックの回収率または回収量向上のためのインセンティブ提供策の研究を行った。 

  ・環境リサイクルの周知とともに、「えこっパー」の消費拡大の仕組みづくりをした。 

（３） えこっパー普及・浸透の促進  

・製造会社へ紙質の向上とユーザの要望反映した品質管理策の検討を行った。 

・市場の「えこっパー」への苦情を共有する仕組みを構築した。  

・市民の環境リサイクル意識を向上させ、積極的な牛乳パック等の回収活動を促進する全国組 

織の会合に参画した。 
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２ 産業人材を育成する事業 

 

１） 北九州産業人材育成フォーラム事業 

 「産業人材育成支援委員会」を編成し、「高度人材育成プログラム事業」「社会人育成プログラム 

事業」「青少年育成プログラム事業」及び「産業人材育成の地域クラスター形成に向けた環境整備 

事業」を実施し、産学連携による産業人材育成システムの構築に向けた企画開発と事業実施を行 

った。 

   

事業報告の具体的な内容は、「平成 27 年度北九州地域産業人材育成フォーラム事業報告書」

（別紙１）の通り 

 

 

 

３ 次世代を担う人材を育成する事業 

  

１） 「北九州の企業人による小学校応援団」事業 

 義務教育支援委員会を編成し、北九州市内小学校７０社を対象に、出前授業、教員研修及びＰ 

ＴＡ活動促進支援事業を実施した。 

また、北九州市立小学校の教育支援に関する協定書（平成２５年４月１日締結）に基づき、北 

九州市教育委員会及び（公財）北九州活性化協議会との三者調整会議を開催した。 

     

事業報告の具体的内容は、「平成 27 年度北九州の企業人による小学校応援団事業報告書」

（別紙２）の通り 

 

 

 

４. 都市格（文化力・教育力）を向上する事業 

 

１） 「１０００人の夢寄金」事業 

都市格（文化力・教育力）の向上を図ることを目的として、教育および文化分野における市民 

活動へ助成する「１０００人の夢寄金」事業を実施し、第３回助成事業を行った。 

 

（１） 「１０００人の夢寄金」募金事業 

① １０００人委員会の編成  

「市民の気持ちを集めみんなの力でこのまちの教育・文化活動を支援する」ことを目的に、 

１口３，０００円(年額)の寄付者による「１０００人委員会」を組織し、寄付事業を展開す

る体制づくりを行った。 

② 寄付金募集 

「１０００人の夢寄金」第四期（平成２7 年４月から平成２8 年３月まで）の寄付金募集 

を実施した。 

・寄付者数 ： 125 名（累計：延べ７０５名） 

・寄付金額 ： 総額５８３，０００円（累計６，３４７，０５３円） 
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③ 寄付金受け入れ体制の運営 

ⅰ） 寄付金優遇税制を活用できる体制の構築 

公益財団法人の特例要件を生かし福岡県より税額控除に係る証明を取得し、寄付金控

除に対応できる体制を整えた。 

ⅱ） 寄付金受け入れ体制の維持 

個人からの寄付に対して、郵便専用口座開設とあわせて銀行専用振込用紙を制作し対

応している。 

ⅲ） 大口寄付金受入れ体制の構築 

通常の基本的な寄付以外に香典返し、バザー売上、その他大口寄付金の受入れ体制を 

構築した。 

④ 寄付金受入れ方法の多様化 

ⅰ） 企業・団体寄付 

ⅱ） 第３回１０００人の夢寄金・チャリティーゴルフコンペについて開催延期 

・日 時：平成２８年６月７日（火）（ 場 所：九州ゴルフ倶楽部八幡コース ）予定 

（２） 「１０００人の夢寄金」助成事業 

① １０００人の夢寄金審査委員会の継続運営 

１０００人の夢寄金の趣旨に沿って公正、公平、公明性を持った審査を行うため、７名の 

審査員で構成する審査委員会を運営するとともに、審査委員会運営規定に規定する審査方 

法および審査基準に則り、厳正な審査体制を維持した。 

② 助成先団体の募集と選定 

平成２７年１０月から平成２８年９月までの事業実施を対象として、平成２７年７月１日 

より７月３１日の間、募集期間を1 か月間に延長し、第４回助成先の募集を行った。１９ 

件の応募に対して、第一次審査９件に絞り込み、審査委員会の審査を経て下記７事業を採 

択し、総額１，５００，０００円を助成金に充当した。 

 

【第４回助成先】  

助成先団体名 事 業 名 事 業 概 要 

NPO 法人 子ども未来 
児童福祉法に基づく 

放課後等デイサービス事業 

重度の発達障害者児童に対する教育用玩具購入

費の支援。児童の特性や特殊な家庭事情により

通常の施設に入所できない子供たちに対する支

援。 

劇団「青春座」 創立７０周年記念事業 

北九州の教育の再興に生涯を捧げた杉山貞(ただ

す)の執念を描く。明治期に始まる北九州の教育

の原点を探る。 

遊生 染織工房 

小倉織 日本の色と縞 

イタリア・ミラノサローネ国際

家具見本市出展事業 

デザインの祭典ミラノ・サローネに参加し小倉

織を世界に紹介する。刑務所服役者の社会貢献

活動としても高評価を受けている 

公社）誕生学協会 
小中高校生対象 

いのちの事業 

各学校に出向き、生徒や教諭・父兄に対しいの

ちの大切さを教える出前授業実施。自己肯定感

を高め、自殺防止、人工妊娠中絶減少が期待さ

れている活動。 
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北九州しねま研究会 第5 回北九州市民映画祭 

若い世代に日本映画の素晴らしさを伝え、映画

観賞者の裾野を広げる。地元出身の気鋭若手監

督の作品を上映し「映画の街・北九州」の認知

度向上に努める。 

Golden Brass Japan 

Festival ゴールデン・ブラ

ス・ジャパン・フェスティ

バル実行委員会 

日本トップ管楽器奏者が 

集う奇跡の祭典 

日本有数の楽団首席演奏者を中心とした、金管

楽器奏者育成のためのセミナーと演奏会を開催

し、若い才能の発掘と育成を目標とする。今回

が初回、10 年開催を目指す 

ひびきの親子 

あそび研究会 

「市民の学び舎」計画 

フリースペース活動 

寺子屋（居場所作り、学び支援）

活動実施 

ひびきの地域で乳幼児親子を対象とする子育て

支援活動を実施する。平成 26 年度後半から北

九州市立大学のキャンパス内に拠点を移し、常

設開始。多くの利用者が訪れている。 

 

③ 助成回数の変更 

平成２７年度より助成回数を年１回の助成に変更した。 

（３） 広報・プロモーション事業の実施 

① 広報ツールの作成及び広報の実施 

ⅰ） 「１０００人の夢寄金」ホームページ及びFacebook の活用 

専用ホームページおよびｆａｃｅ ｂｏｏｋによる広報を実施した。助成先各事業のト 

ピックスをタイムリーに掲載・発信した。 

ⅱ） メーリングリストの活用 

メーリングリストの登録を進め、１０００人の夢寄金メルマガ配信先の増加に努めた。 

 

２） その他関連事業 

（１） 北九州ミュージックプロムナードの支援 

①北九州ミュージックプロムナード２０１５ 

北九州活性化協議会が企画し平成８年に開始した市民参加・手作り型の軽音楽フェスティ 

バル「北九州ミュージックプロムナード」において、実行委員会（委員長；中野副理事長） 

へ参画し、事業企画の調整を行った（２０回目）。 

   ・ 開催期間 ：平成２７年８月９日(日)～１０月２５日(日) 

・ 参加団体：40 団体（37 会場、４１公演） 

・ 参加者数 ：１２，４５０名 

②大内義昭氏追悼コンサートの開催 

上記公演のうち、昨年5 月22 日に逝去された、北九州ゆかりの音楽家、大内義昭氏のそ 

の功績を讃える追悼コンサート(無料)を、実行委員会主催で開催し、これからも生き続け 

る楽曲と個人と市民の絆を刻むイベントとなった。 

  ・ 開催日 ：平成２７年１０月１８日(日) 

・ 出演者数：314 名 

・ 観客数 ：583 名 
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５ まちづくり推進事業  

 

１） まちづくり事業 

（１） まちづくりの調査研究事業 

「もったいない総研」事業の再検討を中心として、研究会を編成し、KPEC の運営目的を 

踏まえた地域活性化に資する新事業の在り方等について研究を行った。 

（２） ＡＢＬＥサロンの開催 

 ＡＢＬＥサロンについては、事業の再検討をすることとし計画事業を中止した。 

（３） 情報受発信の強化 

① ＫＰＥＣニュースの発行 

機関紙「ＫＰＥＣニュース」を発刊し、会員企業および関係団体に配布した。 

（ＶＯＬ．６０：平成２７年８月、発行部数：１、０００部） 

② ホームページの運営 

ＫＰＥＣ本体及び４事業のホームページを設置し、タイムリーに発信を行った。 

また、『お知らせ・イベント情報』コーナーにおいて、ＫＩＧＳから直接内容の更新がで 

きるようにし、ＫＩＧＳの企画展やその他のイベント情報をタイムリーに発信できるよう 

になった。 

  

２） 地域づくりネットワークの推進 

（１） 北九州地域経済団体連携フォーラム事業の運営 

北九州市内の経済団体による「北九州地域経済団体連携フォーラム(事務局：KPEC)」を 

編成し、各種の情報の共有と事業運営における連携、協働の環境づくりを実施した。 

共催事業「世界に広がる北九州の明日を考える講演会」については、H２８年度へ順延し 

た。 

（２） 北九州市にぎわいづくり懇話会への参画 

ビジターズ・インダストリーを民間主導で推進する「北九州市にぎわいづくり懇話会」（平 

成１９年に設置）において、企画調整委員会（委員長；小嶋理事長）へ参画し、にぎわい 

づくり認定事業において１０事業を認定し支援を行った。       

（３） 地域づくりネットワークへの参画 

「地域づくりネットワーク福岡県協議会」の北九州ブロック代表幹事として、同協議会主 

催の研修会・交流会等に参画し、北九州市域の地域づくり団体との橋渡し役を果した。 

 

 

 

６ 北九州イノベーションギャラリー指定管理者事業 

 

平成 27 年 4 月から 5 年間の第 3 期指定管理者を受託し、北九州市に提出した事業計画に基づ

き、各事業の企画・開発・運営に取組んだ。加えて、官営八幡製鐵所の世界文化遺産に関する企

画展・講演会・見学ツアー等の様々な事業を意欲的に実施した。 

 

事業報告の具体的な内容は、「平成27 年度北九州イノベーションギャラリー指定管理者事業

報告書」（別紙３）の通り。 
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Ⅲ. 法人運営業務 

１ 会員募集と会員サービスの向上 

 

１）会員募集の強化 

会員情報の整理を行い、『ＫＰＥＣパンフレット』を活用して、新規会員募集および賛助会費 

未納の会員に対し、賛助会費の請求を2 回実施した。 

新規会員１３社を獲得し、既存会員の入金についても２６年度７８社から２７年度８９社とな 

り、賛助会費合計で、２，３６０千円となり、ここ十数年来、毎年減り続けていた 賛助会費 

収入に、ようやく歯止めがかかった。（対前年：＋２５８千円増額） 

 

２）会員サービスの向上 

会員管理体制の整備により、ＫＰＥＣが実施する各種地域活性化事業への案内、及び行政や他 

団体からの講演会開催等の情報提供の徹底を図り、会員との協働による地域活性化事業の推進 

体制を構築した。 

 

２ 寄付事業の推進 

「公益財団法人」としての税法上優遇措置の強みを活かし、１０００人の夢寄金をはじめ、各

事業への指定寄付等を含め、ＫＰＥＣが公益寄付の受け皿となる寄付金事業の創設についての

検討を行った。 

 

３ 地域連携促進事業の推進 

 

１）「スポーツ振興チケット」事業 

「ＫＰＥＣスポーツ振興チケット」を運用し、「ギラヴァンツ北九州」の応援を通じてまちづ

くりの心を醸成する「青少年の健全育成事業」を実施した。 

 

（1） パンフレット配布枚数  

・１２．８万部（前年比：５０％） 

（2） 事業の成果 

・チケットを使用した入場者数 当初からの累計 ： ５５，１１７人 

    項   目 累  計 １試合平均 構成比 

全体入場者数 

（前年比） 

７３，２４３人 

 （９６％） 

 ３，４８８人 

  （９６％） 
１００％ 

チケットを使用した入場者数 

   （前年比） 

１１，４１４人 

（８７％）  

 ５４４人 

（８７％）  

１６％ 

（２ポイント減）  

 

４ 組織運営体制の強化 

 

１）事業管理体制の整備 

主要事業運営の外部化等の運営体制の改善、強化を図ると共に、各事業のステークホルダーと 

の分掌体制の整備促進を図った。 
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２）財務体質改善の推進 

 昨年に引き続き、財務体質改善計画に基づいた、一連の業務改革を実行し、KIGS 事業の管理 

体制の見直し、資金運用効率の向上等を実行し、26 年度を上回る収支の改善となる見通しで 

ある。 

   

３）事務局運営体制の強化 

有期契約職員の5年ルールの適用を2年後に控え、事務局職員の採用計画を見直し、同時に、 

ＫＰＥＣ事業に対する地域企業の 協力環境を醸成すると共に、雇用延長制度等の実施を踏 

まえた地場企業の人材活用環境の開拓検討を行った。 

 

５ 会議等の開催 

定款等に基づき、所定の会議を開催した。 

 

１） 評議員会の開催 (６月、３月) 

・定時：平成２７年６月１２日             ・臨時：平成２８年３月１１日 

 

２） 理事会の開催 (５月、２月) 

・第1 回定時：平成２７年５月２０日         ・第２回定時：平成２８年２月２５日 

・第1 回臨時：平成２７年６月１２日     ・第２回臨時：平成２７年７月３１日 

 

３） 執行役員会議の開催 (月1 回) 

・第 １回：平成２７年 ４月２４日           ・第 ２回：平成２７年 ５月１３日 

・第 ３回：平成２７年 ６月１７日           ・第 ４回：平成２７年 ７月２１日 

・第 ５回：平成２７年 ８月２６日           ・第 ６回：平成２７年 ９月２５日 

・第 ７回：平成２７年１０月２６日           ・第 ８回：平成２７年１１月３０日 

・第 ９回：平成２７年１２月２２日           ・第１０回：平成２８年 １月２９日 

・第１１回：平成２８年 ２月１８日      ・第１２回：平成２８年 ３月２４日 
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平成 27 年度「北九州地域産業人材育成フォーラム」事業報告書 

 

Ⅰ．事業計画の概要  

 

平成２７年度の国内経済は、前半は金融緩和と円安に加え原油安が奏功し、輸出関連企業等の収益性の改

善、業況判断指数も全産業で好転した。しかし、H28 年に入り中国、アメリカの経済成長率の鈍化や国内

市場の低迷などを背景に、株価の下落、日銀によるマイナス金利の導入など、先行きの不透明感が拭われな

いままとなった。 

一方で、中国の人件費高騰等の比較優位の低下による生産拠点としての地位に陰りが見え始め、日中での

単位労働コストの逆転現象などを背景に、日本企業の国内回帰や地方圏における中小企業の投資拡大等、新

しい局面に向かう動きも出た。 

九州においても安川電機、ホンダ、キヤノン、日産等が生産拠点の相互補完体制の見直しを進めており、

地域活性の新しい環境が生まれている。 

一方、北九州市による「まち・ひと・しごと創生戦略」など、地方への新しいひとの流れをつくるための 

施策が計画実施される中、北九州地域においても有効求人倍率の向上など雇用環境の改善が見られた。 

また、北九州市立大学が連携軸となって進める「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」など、大

学の持つ本来の役割を社会全体に活かして行こうとする取り組み進められている。 

こうした地方創生戦略の推進を背景として、産業人材育成フォーラム事業は、地域課題を地域協働で解決

する特徴ある取り組みとして各方面から注目される事業となった。 

多様な分野の産業人材育成プロジェクトにより構成されるフォーラム事業の推進に当たっては、ステーク

ホルダーの連携力の創出とＰＤＣＡサイクルを踏まえた事業推進が求められている。そこで、H27 年度、

事業創設以来 5 年間の事業を総括するための中間レビューを行い、推進会議、企画部会委員による事業の

評価と方向性の再確認を行った。 

「高度人材育成プログラム」に関しては、採用環境の好転や就職時期の後送り、大企業の波状的なインタ

ーンシップ実施等の環境変化の影響を受け、参加学生数の減少を余儀なくされた。一方で、混乱するインタ

ーンシップ運営環境の中で、地域企業と協働して実施する地域連携型インターンシップの評価は高く、産学

協働による産業人材育成システムとしての拡充・整備がさらに求められている。 

また、地域の中堅・中小企業の技術人材のリカレント・スキルアップ教育の実践的プログラムである「社

会人育成プログラム・テクニカルカレッジ」事業については、九州工業大学の理解と協力を得て、事業運営

システムの構築を図ると共に制度的対応のための環境づくりを行った。 

さらに、工業都市-北九州ならではの産学連携による早期工学教育システムの構築を目指す「青少 

年育成プログラム」についても、事業計画の確定と共に、先行プロジェクトとして進めていた藤田哲也博士

の教育教材適用について H27 年度より教育スタンダード（小学校 5 年生の理科）に記載されるなど、一

定の成果が上がった。 

「地域クラスター形成プロジェクト」については、事業の周知不足や運営体制の未整備等もあり、予定の

進捗を見ていない企業会員の募集と組織化など懸案を残す結果となった。 

さらに地域の産業界との協働による事業運営環境を整え、青少年から社会人に至る産業人材育成の地域シ

ステム創りを、地域が一体となって進めていかなければならない。  

  Ｈ２７年度の産業人材育成フォーラム事業は、以下の通り概ね事業計画の達成をした。 

 

別紙１ 
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Ⅱ．事業実施の内容 

 

１．高度人材育成プログラムの企画、運営 

「地域連携型インターンシップ事業」の地域システム化の推進と事業の拡充を図ると共に、「インターン

シップ研究プロジェクト」による事業開発を推進した。 

１） 地域連携型インターンシップ事業の開発・実施 

（１） 研修型インターンシップの実施 

◇ 対象企業数 : 234 社  / 実施企業数 ： 141 社 / 実施率 ： 60％ 

◇ インターンシップ事業参加状況 

  
H27 年度 H26 年度 H25 年度 H24 年度 H23 年度 

参加 登録 参加 登録 参加 登録 参加 登録 参加 登録

参加校 5 5 5 5 4 4 4 4 2 2

参加企業 67 95 82 92 73 80 57 63 33 42

参加学生 118 146 137 187 122 164 121 159 59 62

 

（２） 実践型インターンシップ事業の実施環境の開発・研究の実施 (新) 

◇ 実戦型(PBL・研究型)インターンシップの実施環境整備 

地域企業のニーズの高まりを受けて、インターンシップの実践化を目的とする実戦型 PBL・研

究型)インターンシップについて、連携大学等の関係者による運営検討会を開催し、実施方法等を

協議し、H28 年度実施の方向付けを行った。 

◇ 北九州ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｷﾞｬﾗﾘｰ実践型インターンシップの実施 

  北九州工専の学生を対象にして、北九州イノベーションギャラリーの教育普及事業を活用して実

践型インターンシップを実施した。 

① 目  的 ： 参加する学生に当施設における指導体験、ものづくり体験などの社会体験を

通じて、今後の進路選択・職業選択に結びつけてもらう。  

        ② 実施日時 ： 平成27 年8 月18 日(火)～8 月22 日(土)の5 日間の8:40～17:20 

        ③ 参 加 者 ： 北九州工業高等専門学校 制御情報工学科4 年生 5 名 

（H26 年度 ;九工大情報・西工大デザインで実施） 

           ④ 主な実施スケジュール 

 

           

 

 

 

 

 

※8 月12 日事前教育としてオリエンテーション、安全教育、工作指導訓練を実施 

 

２） インターンシップの実践的活用研究、事業化実施 

（１） 地域連携型インターンシップ実践勉強会の実施 (新)  

インターンシップの経営的活用について、有志企業による研究会を開催し、地域連携型インタ 

ーンシップの再定義とビジネスモデルの開発及びガイドCD-ROM の内容修正等を実施した。 

 

日  程 午   前 午    後 

8 月18 日(火) 東田サマースクール工作指導 実習用部材製作 

8 月19 日(水) 穴生中学校工作指導 安川ロボット村、環境ミュージアム見学

8 月20 日(木) 児童クラブさかえ学園工作指導 実習用部材製作 

8 月21 日(金) 実習用部材製作 実習用部材製作 

8 月22 日(土) くるめ発明クラブ工作指導 企画展他見学、報告書作成 
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◇ 協議項目 

・ 地域連携型インターシップの定義及びビジネスモデルと運営システムの整理 

・ 企業にとって有効かつ効率的なインターンシップの運営ノウハウに関する検討 

・ 地域連携型インターンシップ実施マニュアル(テンプレート)の検討 

・ 産業人材育成フォーラムインターンシップセミナーの企画検討 

◇ 参加企業 

       ・ 日鉄住金テクノロジー株式会社八幡事業所/株式会社ウチダ/株式会社ランテックソフトウ

エア/株式会社山崎工業/丸栄化工株式会社/計測検査株式会社/株式会社戸畑ターレット工作所/

濱田重工株式会社/三島光産株式会社/ＮＰＯ法人 北九州テクノサポート 

 

（２） インターンシップミーティングの企画、開催（括弧はH２６年度） 

インターンシップに対する学生の不安解消のための事前相談を目的に、連携校合同インタ 

ーンシップ参加促進事業を実施した。 

 

         

 

  

 

 

（３） 大学別インターンシップセミナーの拡充実施（括弧はH２６・Ｈ25 年度） 

フォーラム事業と体系化した各大学別インターンシップセミナー等を実施した。 

 

 

 

 

（４） 「学生のための北九州企業発見ツアー」の実施  

北九州商工会議所が推進する産業観光事業とインターンシップと連携して企業見学ツアー事 

業を実施した。 

  九工大 北九大 西工大 高 専 早稲田 計 

【第1 回】 H27 年 8 月7 日（金）  

㈱戸畑ターレット工作所/日産自動車九州㈱ 
16   6     22

【第2 回】H27 年 8 月19 日（水） 

新日鐵住金㈱八幡製鐵所/㈱山本工作所 
20   8 1 1 30

【第3 回】H27 年9 月16 日（水） 

㈱日報/㈱朝日プリンテック北九州工場 
26 4 5     35

       合     計 62 4 19 1 1 87

 

（５） 「地域連携型インターンシップ・ビジネスモデル」の整備・拡充 (継)  

「インターンシップ大学コンソーシアム」及び「インターンシップ実施企業勉強会」の研究、協議 

を踏まえて、地域連携型インターンシップ事業の円滑な運営と実施効果の向上のための事業 

モデルの研究を行い、連携大学の事業スキームの統一運営マニュアルの改善及び、企業に 

おけるインターンシップ実施体制の改善・整備を行った。 

   場 所 開催日 学生数 企業数 参加大学 

北九州市立大学 H27.6.3. ４６名

(43）

9 社 (7) 北九大・早稲田 

九州工業大学 H27.6.20 ５１名

(80)

16 社(15) 九工大・西工大・高専 

九州工業大学 北九州市立大学 西日本工業大学 国立北九州高専 

422 名（280・350 名） 120 名（89･111 名） 187 名（213・70 名） ２００名（250・190 名）
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（６） 地域連携型インターンシップガイドＣＤ(改訂版)」の作成 (継)  

インターンシップ関連情報のデータベース化を推進し、企業勧誘ツールとして「インターンシップ事

業」のガイドＣＤ－ＲＯＭを作成、配布した。 

 

３） インターンシップ研究プロジェクトの運営 (継) 

「インターンシップ研究プロジェクト」を継続運営し、地域連携型インターンシップのビジネスモデ 

ルの拡充に関する研究を行うと共に、インターンシップ実施企業の運営ノウハウと体制整備につい 

ての実践的な検討を行った。 

 

２．社会人育成プログラム事業の企画、運営 

中堅・中小企業の中核専門人材及び経営管理人材の育成、リカレントを目的に、九州工業大学及び北九州

市立大学Ｋ２ＢＳの環境を活用した「社会人向け人材育成プログラム」の開発及び事業化を実施した。 

１） 中堅・中小企業の中核技術人材育成に向けた環境開発 

連携大学等における社会人のリカレント教育システム及び教育機能を活用して、中堅・中小企業の中核

技術人材の育成のための事業の開発及び事業化に向けた環境づくりを行う。 

（１） 北九州ドクターチャレンジプログラムの事業化（継） 

フォーラム事業対象企業に対して、九州工業大学の社会人プログラムを活用した中枢専門技 

術者のドクター取得及び大学との実質的な連携環境の創出のための環境づくりを行った。 

(ＫＴＳを通じた九工大社会人プログラム及び技術相談案件募集支援の実施) 

 

（２） 北九州テクニカルカレッジ事業の事業化研究の実施 (継) 

Ｈ２６年度の試行実績を踏まえて、テクニカルカレッジ事業の事業化を進めた。 

① 方 法 ： 中堅・中小企業の中堅技術者・技能者を対象として、技術的課題の解決や共同研

究創出の環境づくりのために、地域の工学系大学院・大学・高専の教員(研究者)が

地域企業に出向いて課題研究・研修等を行う。 

② 対 象 ： 産業人材育成フォーラム事業を協働する北九州地域の中堅・中小企業 

の中堅技術者・技能者 

③ テーマ ： 個々の企業が抱える実際の技術課題や人材育成目標などに応じて、プロ 

グラムを組み立て、企業ニーズを汲んだ内容にカスタマイズする。 

④ 講 師 ： 九州工業大学・大学院工学部の教員(テーマに対応した学術担当)  

⑤ 実施企業 ： (株)マツシマメジャテック、アイム電機工業(株)、(株)計測検査、岡野バルブ製

造(株) 

 

２） 中堅・中小企業の経営・管理者育成に向けた環境開発 

「ＭＢＡ活用プログラム研究プロジェクト」を編成し、北九州市立大学大学院マネジメント研究科等 

と連携して、経営・管理者育成のための事業企画と環境づくりを実施した。 

（１） 「ＭＢＡサテライトフォーラム」の企画・実施 (継)   

      中堅・中小企業の経営・管理者の経営力強化とスキルの向上を目的に、北九州市立大学大学 

院マネジメント研究科と連携して「経営継承」をテーマにした公開経営講演会・パネルディスカッ 

ションを実施した。 

   ◇ 開催日   ： 平成27年１１月２６日(木) １5:００～１７：2０ (交流会18:00～20:00) 

◇ 場 所   ： 小倉リーセントホテル 

① 基調講演 
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   ・ テーマ   ： グローバルで勝てる企業－国境無きビジネスの世界 

   ・ 講 師    ： 公認会計士  松尾 清  氏 

   ・ 参加数   ： 82 人 

② パネルディスカッション 

 ・ テーマ      ： 北九州地域企業の経営継承-その経験則と期待値 

   ・ モデレーター ： 山口 徹也 氏 (北九大学大学院マネジメント研究科特任教授) 

  ・ パネリスト    ： 足立  寛  氏 (㈱アダチ 代表取締役社長 ＭＢＡ) 

 ： 林田 直子 氏 (北九州青年会議所副理事長、ＭＢＡ) 

 ： 松岡 寛樹 氏 (㈱ｸﾗｳﾝ製ﾊﾟﾝ常務取締役、中小企業診断士) 

 ： 山口 典浩 氏(山口建設工相談役、社会企業大学九州校校長)  

 

（2） ＭＢＡホルダーによる白熱講座の企画、実施 (継)  

Ｈ２６年度に継続して、市内大学の学部生及び院生を対象にした、ＭＢＡホルダー（企業経営 

者）による経営実践講座を編成し、講座開設に向けた事業モデルの構築を行った。 

① H27 年度試行的講義の概要（対象 : 北九州市立大学経済学部） 

・ 講義名 ： 北九州経済分析Ⅱ（経済学部２年生以上の講義 ：受講者196 名） 

・ テーマ ： 成熟化する北九州の経済社会を担うリーダー、マネジャーの実像 

・ キーワード ： 成熟化、ローカルビジネス、地域マーケティング、NPO、CSV 

・ 登壇者と個別テーマ  ：  ＭＢＡ取得の企業経営者等 ６名 

   ＊ 地域づくり企業の価値創造戦略：井上龍子（八幡駅前開発株式会社取締役社長） 

   ＊ 成熟産業における新規事業の可能性：西村康隆（(株)西村砕石所 代表取締役） 

   ＊ 北九州の中小建設業の経営戦略：福山岳彦（(株)福山組 代表取締役） 

   ＊ 惣菜メーカーの多店舗展開戦略：高山良二（(株)唐十 取締役会長） 

   ＊ 成熟社会におけるNPO の可能性：向井候太（NPO 法人里山を考える会研究員） 

   ＊ 花火ビジネスのＣＳＶ戦略：脇野正裕（(株)ﾜｷﾉﾌｧｸﾄﾘ-代表取締役社長） 

（ 学生の反応 ： 5 段階評価 ） 

・ 満足度 ： 加重集計値4.35 （経済学部の平均4.02、大学全体4.26） 

・ わかりやすさ ： 加重集計値4.32 （経済学部の平均3.93、大学全体4.16） 

     ② 他大学への展開可能性の検討と提案（H28 年度） 

◇ 大学ごとのニーズに基づいたテーマやカリキュラム提案の検討 

（ 想定されるテーマ 案 ） 

        ・  「北九州のものづくり企業の経営の実像－マネジメントとリーダーシップー」 

            ： 修了生173 名のうち、ものづくり企業の社員46 名（うち、経営者は14 名） 

        ・ 「理系にとっての経営戦略－イノベーション戦略とマーケティング戦略－」 

          ： 修了生173 名のうち、理系出身者40 名（うち、経営者は6 名） 

・ 「女性活躍のための経営学－新たなワークスタイルの可能性—」 

          ： 修了生173 名のうち、女性30 名（うち、経営者は9 名） 

（３） ケーススタディメソッドによる中小企業の経営研究講座の実施（改） 

プロジェクト委員（K2BS 教員）によるケーススタディ（3 社）を実施し、中小企業の中心的な経 

営課題である「経営継承」「事業再編」「新事業創出」について学ぶ、実践的な経営研究講座の企画・ 

設計を行った。 
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３） 社会人育成プログラム研究プロジェクトの運営 (継) 

「社会人プログラム研究プロジェクト」及び「ＭＢＡ活用プログラム研究プロジェクト」については、

計画事業の環境条件の整備を大学及中心に実施することで、年度中におけるプロジェクト活動は休止し、

事業の実施内容が整うH28 年度に、事業実施体制に合わせて再編を実施する。 

 

３．青少年育成プログラム事業の企画、運営 

「青少年プログラム研究プロジェクト」を拡充し、北九州教育委員会等との連携・調整を行い、早期工学

教育(ものづくり教育・キャリア教育・理数・科学リテラシー向上教育)の環境開発のための調査及び関連機

関のネットワークづくりを行った。 

１） 早期工学教育の実施環境の開発 

（１） 北九州市内における早期工学教育の実施状況調査 (新)  

① 市内小中学校の実態調査の実施 (新) 

北九州教育委員会の協力を得て市内小中学校における早期工学教育の実施状況等についてのアン

ケート調査を実施し、報告書を作成した。 

      ② 市内企業の実態調査の実施 （新） 

     地域のモノづくり企業における早期工学教育の実施状況及び取り組みについての意向調査 

を実施し、報告書を作成した。 

③ 先進事例等の実態調査の実施 (継) 

早期工学教育に関する他府県の先進事例の調査を行い、調査報告書を作成した。 

 

(２） 早期工学教育関連事業調査及び活用環境の構築 (継)  

北九州市における教育関連機関等が実施する早期工学教育関連事業を調査し、「北九州市 

における早期工学教育関連事業総覧(仮称)」としての体系的整理と専門情報資料として活用するための

企画・設計を実施し、専用のポータルサイトを立ち上げの準備を行った。  

◇ 第1 次構成機関 ：九州工業大学理数教育支援ｾﾝﾀｰ・国立北九州工業高等専門学校・ 

北九州市立児童文化科学館 ・北九州ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｷﾞｬﾗﾘｰ) 

 

（３） ものづくり教育モデルカリキュラムの開発、制作の環境づくり （新）  

北九州の産業を支える各種技術をコンテンツにしたものづくり教育教材及びカリキュラムの作 

成と、これを活用した早期工学教育の実施環境づくりに向けた研究を行った。 

① ICT も活用したデジタルファブリケーションプログラムのトライアル実施 

KIGS にて平成28 年度から新たな取り組みとして実施を予定しているKIGS のデジタル工作 

機能を活用した世の中の最先端の動きも取り入れた教育プログラムの開発と実施。 

②大学と地域で協働する未来の航空科学技術ﾌﾛﾝﾃｨｱ人材育成関連事業の実施 

九州工業大学が主管となる当該事業と連携を図ったものづくりプログラムの開発と H28 年度に

おける実施のための環境づくりを実施。(文部科学省H27〜H29 年度) 

③ 地域の工業系大学生が企画・実施するものづくり教育プログラム開発 

   九州工業大学学生によるものづくりワークショップをKIGS において開催し、平成28 年度は 

当活動を西日本工業大学、北九州高専へも拡大し、プログラム開発と実施を進める中で、中 

学2 年生への教育プログラム開発の可能性を探る。 
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２） 地域中堅・中小企業経営者によるキャリア教育プログラムの実施 

(１） 「北九州の企業人による小学校応援団」事業等と連携した教育普及事業の実施 (継)  

市内小中学校における早期工学教育の実施状況調査結果(ものづくり教育の実施率が低く、環境整備

が要望されている)を踏まえて、小学校応援団事業のスキームを活用した「ものづくり・ｷｬﾘｱ教育出前

事業」の実施を目的として、フォーラム事業対象企業に向けて「北九州の企業人による小学校応援団」

への参画を募った。 

 

３） 藤田哲也博士をコンテンツにした青少年育成プログラムの企画、開催 

(１） 藤田哲也博士の理科教育教材としての活用環境開発 

① 小学校理科教育スタンダードへの記載（H27 年4 月以降） 

理科の教材として藤田哲也博士の採択について環境づくりを行い、藤田哲也博士に触れる 

ことが北九州市の小学校の教育スタンダードに新規記載された。 

 ( 教育スタンダードの記載内容 ) 

 

② 藤田哲也博士をコンテンツにした教育教材等の開発 (継) 

竜巻等の藤田哲也博士の研究及び生き方をテーマにした小学生の学習教材の開発等を行 

うと共に、Ｈ２６年度「藤田哲也展」を実施した北九州イノベーションギャラリー及び藤田哲也記 

念会と連携して関係資料等を収集・整理を実施した。 

４） 青少年育成プログラム研究プロジェクトの運営 (改) 

「青少年育成プログラム」の具体的な事業化に向けて、「青少年育成プログラム研究プロジェクト」 

を拡充し、北九州市教育委員会等の関連組織との連携による早期工学教育の実施環境づくりと事業の企画

開発を行った。 

 

４．産業人材育成の地域クラスター形成に向けた環境整備 

フォーラム事業の実施基盤である企業会員の募集と地域の経済団体との連携を促進し、フォーラム 

事業の推進基盤強化を実施した。 

また、北九州市及び地域大学連合の推進する地方創生戦略と連動し、フォーラム事業の地域における位置

づけの確立に努めた。 

１） フォーラム事業の中間レビューと事業評価の実施  

地域のステークホルダーの協働により運営する産業人材育成フォーラム事業には、連携力の創 

出とＰＤＣＡサイクルを踏まえた事業推進が求められている。 

そこで、事業創設以来5 年間の事業を総括するための中間レビューを行い、推進会議、企画部 

   会委員による事業の評価と方向性の再確認を実施した。 
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２） フォーラムの地域システム化に向けた環境づくりの推進、整備  

（１） 産業人材育成フォーラム企業会員の募集と組織化の実施 (新)  

フォーラムの運営委員会(推進会議・企画部会)の理解を得て企業会員募集を行ったが、事業の周知度

及びプロモーション体制の脆弱等が原因して実効が上がらず、計画を遂行するに至らなかった。   

（ H27 年度募集の会員企業数 ： 10 社 ） 

 

（２） 地域の経済団体等との連携・支援体制の整備促進 (新)  

フォーラム推進会議委員である福岡経済同友会北九州地域員会の提言に、フォーラムの中心的計画事

業が採択され、フォーラム事業の地域化に向けた一つの環境づくりが出来た。 

 

（３） 地方創生戦略を踏まえたフォーラム事業の展開（新） 

北九州市による「まち・ひと・しごと創生戦略」や、北九州市立大学が連携軸となって進める「地（知）

の拠点大学による地方創生推進事業」などと連携して、フォーラム事業の地域システム化に向けた環境

づくりを行った。 

◇ 地方創成関係事業等への連携・参画組織 

 ① 北九州市まち・ひと・しごと創生推進協議会 

 ② 北九州みらい人材育成協議会 

 ③ 地(知)の拠点大学による地方創生推進事業「北九州・下関まなびとぴあ運営協議会 

 

３） 「産業人材育成セミナー＆産学連携・交流促進会」の開催 (継) 

地域連携型インターンシップ企業勉強会を開催し、企業経営に資するインターンシップの実践的研究 

を行い、その成果を地域に公開することとしたが、事業のとりまとめ等のスケジュール調整で、セミ 

ナー事業は、H２８年度に繰延とした。 

 

４） 北九州地域企業学内説明会の実施 (改) 

「産業人材育成フォーラム」関係企業を対象にした大学内企業説明会を開催する予定であったが、就職

率の改善の影響があり開催条件が整わなかった。 

 

５） 「北九州産業人材育成フォーラム」ホームページの運用 

   産業人材育成の専門ウエッブサイトの構築を目指して、フォーラムホームページの改善設計を行った。 

 

６） 各種関連調査及び統計の実施 

   フォーラム事業の実施評価及び関連事項のトレーサビリティ—の確保のために、インターンシップ関 

係、就職関係等、フォーラム事業に関連する各種調査及び統計を実施した。 

    ① インターンシップ関係調査・統計 

・ インターンシップ実施前学生マインド調査（全大学：関係学部全学生) 

・ インターンシップ参加意向学生のマインド調査（全大学：ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ参加学生・企業） 

・ インターンシップ実施後学生のマインド調査（全大学：IS ﾟ実施学生） 

・ インターンシップ実施企業の事業実施状況調査（IS 実施全企業） 

・ インターンシップ実施状況調査(全大学：全学部) 

・ インターンシップ実施状況調査(インターンシップ実施企業選抜) 

・ 学生のための企業発見ツアー実施状況調査(参加学生) 
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    ② 就職率関係調査・統計 

    ・ 地元就職状況調査(全大学:全学部全学科別) 

・ 地域連携型インターンシップ参加学生の地元就職状況調査(全大学:全学部) 

 

   ７） 外部関係機関等への広報等の実施 

     関係機関の調査対応及び外部機関等へのフォーラム事業の広報を実施した。 

①  報道 

    ・ 実践型インターンシップ(九工大情報) 西日本新聞掲載（H27 年 4 月23 日） 

    ・ 読売新聞取材（濱田重工) (H27 年 5 月21 日)  

・ 実践型インターンシップ(西工大)毎日新聞掲載（H27 年 8 月18 日）  

    ・ 北九州の企業発見ツアーHHK 取材・3 回放映 （H27 年 9 月16 日） 

②  関係機関との事業連携 

・ 総務大臣へインターンシップ事業照会・資料提出 （H27 年 5 月29 日） 

・ 文部科学省COC プラス事業へ編入 （H27 年 11 月） 

③  関係機関による調査対応  

      ・ COC プラス関係/北九州市立大学  （H27 年 4 月10 日） 

・ 地方創生戦略關係/北九州市産業経済局 （H27 年 4 月24 日） 

・ 地方創成戦略關係/内閣府沖縄総合事務所 (H27 年 4 月24 日) 

・ COC プラス関係ヒアリング/富山県立大学・富山国際大学 (H28 年 3 月15 日) 

④  外部機関への広報・講演等 

    ・ 東大阪HLC 講演 (H27 年11 月10 日) 

⑤  その他 

    ・ 国立大学広報誌掲載 （H27 年 9 月VOL38 号） 

    ・ 九工大ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進機構NEWS 掲載 (H27 年度版) 
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Ⅲ．北九州地域産業人材育成フォーラム 平成２７年度決算報告書 

（単位：千円） 

 

 

 

項　　目 H27予算額 H27決算額 摘要

1)負担金 5,950 5,950 北九州市：4,950　北九州活性化協議会：1,000

2)会費 3,300 1,953 企業負担金、　大学等会費、　MBAｻﾃﾗｲﾄﾌｫｰﾗﾑ懇親会

3)雑収入 61 銀行利息,企業見学ﾊﾞｽﾂｱｰ補助

4)前年度繰越金 36 309

【収入合計】 9,286 8,273

　
　 項　　目 H27予算額 H27決算額 摘要

1)人件費 240 187 アルバイト(ﾃﾞｰﾀ入力等)

2)謝金 300 100

3)旅費 400 165

4)委託料 5,326 5,434 KTS、KPEC、その他HP修正料等

5)その他経費 3,020 2,075 会場借上げ料、印刷費、事務消耗品費 他

【支出合計】 9,286 7,961

次年度繰越金 312

【支出総合計】 9,286 8,273

収
　
　
入

　
支
　
　
　
出
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平成 27 年度「北九州の企業人による小学校応援団」事業報告書 

 

Ⅰ 支援事業の推進 

 

１ 支援対象校の拡大 

年次目標に基づき、支援対象校を４０校（平成２６年度）から７０校に拡大した。（対象校の

選定は教育委員会） 

＜年次目標＞ ２７年度 ７０校、２８年度 １００校、 

２９年度 全１３１校 

 

２ 支援事業管理システムの開設 

   支援事業の申込みから実施、報告に至るまで、各学校と事務局等が情報を常に共有し、支援

事業の活用と運営管理を円滑・効率的に行うことができるよう、平成２７年度からパソコンシ

ステムを開設した。 

その後、利用関係者からも意見を聞き、より使い勝手の良いものとするため必要な改良を行

った（新システムは、平成２８年４月から稼働）。なお、そのシステムとは別に練習用システム

を立ち上げ、平成２８年２月から３月までの間、支援対象校ではそれを使って新システム使い

方の練習を行った。 

 

３ 支援事業の継続実施 

(1)  出前授業・研修の実施とテーマの拡大への取組み 

企業等の協力を得て、支援対象校の児童への出前授業、教職員・保護者（ＰＴＡ）向けの研

修等を実施した。実施件数（応援団への申込分）は、１２９件（２６年度 ９９件）となり

２６年度に比べ増加した。なお、申込んだ学校は５３校である。 

出前授業・研修のテーマについては、平成２７年度当初に小学校に提示したテーマは、出前

授業・研修の全体で延べ ８０件（２６年度 ４６件）である。 

また、テーマ（講師）の拡大については、義務教育支援委員会で検討し、その後、同委員会

委員等からの推薦、参加企業等への呼びかけによる応募により、テーマ数も更に増えてきた。

（３０件） 

 

(2)  ＰＴＡなどへの支援 

① ＰＴＡ総会、学校開放週間への参加促進 

    関係四者（ＰＴＡ協議会、応援団、校長会、教育委員会）の連名でＰＴＡ総会への参加

について、応援団参加企業に対して保護者である従業員への呼びかけを依頼し、また学

校を通じて直接保護者に呼びかけた。更には学校開放週間への参加についても関係四者

で、参加企業に対して保護者である従業員への呼びかけを依頼した。 

② 親学奨励 

「北九州市子どもを育てる１０か条」（北九州市教育委員会作成）を参加企業に送付し、

別紙２ 
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教育委員会の出前講演の利用を呼びかけた。 

 

４ 広報活動 

小学校応援団の取組みに対する企業等の理解を深め、協力の輪を広げる 

ため、関係団体（北九州中小企業経営者協会、北九州青年会議所、北九 

州青年経営者会議など）を通じて広く企業に対し、リーフレット（２７ 

年度作成）等による広報活動を行った。 

また、ＫＰＥＣニュースで活動内容を広報した。更にはホームページの基本部分（小学校応

援団の設立経緯、役員構成、参加企業等）を作成した。 

 

Ⅱ 支援体制の整備 

 

１ 参加企業拡大に向けた取組み 

講師となっている企業をはじめ参加企業等は、２２９社となった。 

（対前年比 ＋５社） 

 

 ２ 学校担当コーディネーターによるサポート体制の充実 

小学校をサポートし、事務局と小学校との間をつなぐ架け橋として支援事業の周知と進捗状

況の管理等を主に行うコーディネーターについて、支援対象校の拡大に伴い、増員（Ｈ２６ １

０名→Ｈ２７ １５名）し、サポート体制の充実を図った。（シニアネット北九州及び夢追い

塾（同窓会）の協力による。）また、学校への対応に関する認識や情報の共有等を図るため、

コーディネーター会議を行った。 

コーディネーターは、４月に入って担当小学校への訪問等により、応援団の支援事業の説明

やパソコンシステムの使い方等を説明し、その後は学校における応援団事業の活用の考え方、

応援団への要望等のヒアリング、出前授業等の参観や学校が行うシステムへのデータ入力状況

のチェック等を行っている。 

 

３ 三者調整会議の開催 

支援事業の現状の共通認識と方針に係る調整等のため、北九州市立小学校の教育支援に関す

る協定書（平成２５年４月１日締結）に基づき、北九州市教育委員会及び（公財）北九州活性

化協議会との三者調整会議を開催した。 

 

Ⅲ 北九州の企業人による小学校応援団 平成２７年度決算報告書 

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日） 

                               

収入                            単位：千円 

項目 当初予算額 実行予算額 決算額 摘要 

負担金 ７,０００ ４,６００ ４,６００ 北九州市３,６００ 

（当初 ５,５００） 

ＫＰＥＣ１,０００ 
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（当初 １,５００） 

利息  （￥351）  

   計 ７,０００ ４,６００ ４,６００  

支出                            単位：千円 

項目 当初予算額 実行予算額 決算額 摘要 

支援事業費 ６５０ ４００ ２０６ 講師謝金など 

コーディネー

ター業務費 

８５０ ７５０ ７０３ 費用弁償等 

広報・プロモー

ション推進費 

２,５００ １,２５０ １,１０１ システム改良、パンフレ

ット作成、ホームページ

開設等 

企画管理費 ２,４６０ １,３００ １,２９６ 企画管理業務 

事務局経費 ５４０ ９００ ８５２ 通信運搬費、交通費、消

耗品費、事務室等使用経

費等 

   計 ７,０００ ４,６００ ４,１５８  

 

収支差：４４２千円については、平成 28 年度にて、北九州市、ＫＰＥＣの負担割合に応じて、 

戻入する。 

      戻 入 金：北九州市：３４６千円 

      ＫＰＥＣ： ９６千円 
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平成 27 年度「北九州イノベーションギャラリー指定管理事業」事業報告書 

 

１ 利用者目標・実績 

 

入館者、企画展観覧者、教育普及参加者の数値目標はいずれも達成した。 

（開館以来９年連続でこの主要目標値をクリアしている）。 

《数値目標達成状況》 

 

２ 事業内容 

 

１）教育普及に関する事業の企画、運営 

当館の教育普及事業として、以下の各講座及び独創的で多彩なイベントを企画、実施し、多くの

参加者に好評であった。 

（１）イノベーションフォーラムの開催  

次世代のイノベーションを担う人材育成、特に理工系人材の育成という当館の設立目的に即し

て、ロボット開発という切り口での情報提供を行うことにより、理工系分野に興味関心がある

次世代人材の気づきの場、意識改革のきっかけとなる場を提供し、参加者数は過去最高の586

名となった。 

【 開催日 】  平成２７年１２月１２日(土) 

【基調講演】 

テーマ ： 「ロボット時代の創造」 

講 師 ： 株式会社ロボ・ガレージ代表取締役社長 

東京大学先端研特任准教授、大阪電気通信大学客員教授、ヒューマンアカデミーロボット教

室アドバイザー    高橋 智隆氏 

【パネルディスカッション】 

［パネラー］ 

・高橋 智隆氏 

・善甫 英治 ((公財)北九州産業学術推進機構ロボット技術センター長) 

・髙本 陽一 (株式会社テムザック 代表取締役) 

・神野 佳彦 (ヒューマンアカデミー株式会社チーフマネージャー) 

[モデレーター] 

・石井 和男(国立大学法人九州工業大学大学院教授) 

項    目 計 画 実 績 達成率 備考 

入館者数 

 
６５，０００人 ７２，１７９人 １１１．０%

世界遺産関係展を９ヶ月間開催 

企画展 

観覧者数 
１８，５００人 ２３，３１２人 １２６．０%

世界遺産展の団体ツアー客が貢献 

教育普及事業 

参加者数 
１２，０００人 １５，８５８人 １３２．２%

学校等団体誘致活動強化に伴い、 

来館者数が増加 

別紙３ 
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（２） 技術革新セミナーの開催（計２回） 

・年間テーマ 「交通のイノベーション」 

月日 内 容 講 師 参加数 

 7/1 
トヨタの環境技術戦略と燃料電池自動車MIRAI
の開発 

田中義和/トヨタ自動車(株)MIRAI開発責
任者 177 名

11/18 超電導リニア開発と中央新幹線 北野淳一/東海旅客鉄道(株) 中央新幹線
推進本部 93 名

                            計  270 名              

（３）  ものづくりセミナーの開催（計４回） 

・高校生等を対象に出前講演を実施    

月日 内 容 講 師 参加数 

7/1 

出前講座(小倉高等学校) 

 「小倉高校ＳＳＨ体験学習(9/8)の事前学習講

義」 

市川/教育普及開発室長 42 名

7/8 

出前講座（小倉工業高等学校）         

「安全作業の基本～自校での実習・企業での実習

に向けて」 

柴田悟/(株)安川電機 労政・安全グルー

プ長 
204 名

7/25 

出前講座（朝日新聞共催事業) 

 「イラストネームプレート＆世界遺産クイズ」

 リバーウォーク北九州朝日さんさん広場 

朝日新聞 52 名

9/4 
出前講座(年長者研修大学校穴生学舎) 

 「企業におけるものづくりの考え方と実践」 
市川/教育普及開発室長  35 名

計 333 名 

（４）  デザインセミナー＆フェアの開催（計５回） 

・メタルプリンターを活用したオリジナルグッズの作成等を実施 

月日 内 容 講 師 参加数 

4/24 

北Q デザインクリエーション 

 「タウンビジネスの視点から見た地域活性化事業」 

 【パネルディスカッション】  

 「ビジネスにおけるデザインの有効活用について」 

講師:佐藤皓祠/(有)日智 代表取締

役               

パネルディスカッション/ＫＤＡ

(重松・山根・河村)  

36 名

8/28 
 北九州ゆめみらいワーク 

「オリジナル手描きイラストネームプレート」 1 日目 

市川/教育普及開発室長、藤武/

教育展示マネジャー 
57 名

8/29 
 北九州ゆめみらいワーク 

「オリジナル手描きイラストネームプレート」 2 日目 

市川/教育普及開発室長、藤武/

教育展示マネジャー 
65 名

9/26 
「フォトスタンドにかざろう！アクリル絵の具でコラー

ジュアート」  

高島一公/絵画講師・グラフィ

ックデザイナー 
31 名

11/3 
北九州MONO CAFE2015 出展 

「メタルネームプレート」 

市川/教育普及開発室長、藤武/

教育展示マネジャー 
35 名

計 ２２４名 
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（５） 世界文化遺産関連 

・企画展連動講演会、市民セミナー、見学ツアーなどの事業を実施 

月日 内 容 講 師 参加数 

6/20 【講演会】「製鉄の歴史と官営八幡製鉄所」  
菅和彦/日鉄住金ビジネスサービス八幡
(株)総務部部長 77 名

7/18 【講演会】「明治日本の産業遺産から見る地域
の魅力的な資源」 市原猛志/産業考古学会理事 51 名

2/13 【講演会】「近代化産業遺産の魅力～まちをあ
るく、探す、「地元」を見つける～」 市原猛志/産業考古学会理事 46 名

                                計    174 名 

月日 内 容 講 師 参加数 

9/26 
世界遺産シリーズ1 回目 
「今回登録の我国の世界遺産～見どころ＆よ
もやま話」 

西森正明 
ＮＰＯ法人世界遺産アカデミー認定講師 71 名

10/3 
世界遺産シリーズ2 回目 
「日本の世界遺産を巡って～おすすめポイン
ト＆豆知識」 

西森正明 
ＮＰＯ法人世界遺産アカデミー認定講師 50 名

10/11 
世界遺産シリーズ3 回目 
「世界遺産ワールドワイド～一度旅したい！
憧れの名所」 

西森正明 
ＮＰＯ法人世界遺産アカデミー認定講師 51 名

計 172 名 

月日 内 容 参加数 

9/19 
「世界遺産登録記念～官営八幡製鐵所旧本事務所と市内産業遺産見学ツアー」 
 旧本事務所眺望デッキ・遠賀川水源地ポンプ室・九州鉄道茶屋町橋梁跡・鉱滓線トンネ
ル・河内貯水池堰堤・ＫＩＧS 企画展 

40 名

11/20 
「萩城下町と反射炉・松下村塾を巡るツアー」
萩博物館、萩反射炉、松陰神社、松下村塾。 解説:廣崎篤男/北九州市の文化財を守る会
会長  

22 名

1/30 「三池万田杭と三重津海軍所跡を巡るツアー」 
三池万田杭、三重津海軍所跡。 解説:市原猛志/産業考古学会理事 

43 名

                                 
計 105 名 

 

月日 内 容 講 師 参加数 

8/2、6、9、
20、23、
27、30 

かみしばい「せいてつしょのはじまり」   
製鐵所の起こりと世界遺産について特注紙芝
居で普及   
場所:プレゼンステーションスタジオ   

主宰/読み聞かせボランティア:すぎのこ 148 名

9/20 かみしばい「せいてつしょのはじまり」   
場所:イオンモール八幡東 主宰/読み聞かせボランティア:すぎのこ 25 名

                                 計   173 名 

（６） その他 

・市民セミナー 

月日 内 容 講 師 参加数 

5/30 
「洞海湾『今昔物語』～未来へつなぐ海のイノ

ベーション」   映像上映＆講演会 
若宮幸一/旧古河鉱業若松ビル館長  70 名

計   70 名 
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・マイスター工房塾                                     

月日 内容 講師（マイスター） 参加数 

2/2～4 

学校教師を対象とした実技研修、機械加工・溶
接 
(八幡工業高校1 名、田川科学技術高校1 名×
3 日間) 

川崎/工房長 
渕/マイスター溶接講習担当 6 名

2/16～

19 

学校教師を対象とした実技研修、機械加工・溶
接 
(戸畑工業高校1 名×4 日間) 

川崎/工房長 
渕/マイスター溶接講習担当 4 名

  計 １０名 

・ワークショップ 

月日 内 容 講 師 参加数 

7/1 
「3Ｄプリンターでアイデアをカタチに」 
モノづくりの現場における活用の可能性       西村大/(株)WAKE クリエイター 27 名

                                  計   27 名 

・調査研究報告会 

月日 内 容 講 師 参加数

6/18 
「北九州における表面処理技術の歴史と発展」
新日鐵住金八幡製鐵所総合センターに出前 
対象:西日本腐食防食研究会 

宮田守次/ミヤタハイメック品質技術研究
所 37 名

7/9 「北九州における設備診断技術の歴史と発展」

豊田利夫/日本診断工学研究所 
【事例紹介】①樋口睦男 計測検査㈱ 
     ②永岩慶一朗 岡野バルブ製造
㈱  

87 名

2/20 「液晶ディスプレイ発展の系統化調査」 武宏/国立科学博物館元主任調査員 55 名

3/19 「北九州における表面処理技術の歴史と発展」
宮田守次/ミヤタハイメック品質技術研究
所、和田洋二/山九(株)、安西敏雄/(株)高田
工業所、坂田一則/富士岐工産(株) 

70 名

                                                        計  249 名 

   

２） 調査研究に関する事業の企画、運営 

産業技術の保存と次世代への継承を目的として、国立科学博物館、技術士会などと連携し、

自主調査研究を行うとともに共同研究や委託研究を行った。 

 

（１）「北九州における高温・高圧バルブ技術の歴史と発展」の調査・研究 

当館調査研究部門の監修のもと、岡野バルブ製造株式会社に委託して実施した。 

  ・＜報告書タイトル：北九州における高温・高圧バルブ技術の歴史と発展、1３２ページ＞ 

（２）「北九州における鋳造技術の歴史と発展」の調査・研究 

当館調査研究部門の監修のもと、公益社団法人日本技術士会九州本部の宮田守次氏、同技術 

士会メンバーおよび九州工業大学の恵良秀則教授を特任研究員とし、委託して実施した。 

 ・＜報告書タイトル： 北九州における鋳造技術の歴史と発展、１３０ページ＞ 

（３）「コークス技術」の調査・研究 

国立科学博物館(産業技術史資料情報センター)と共同研究にて我が国の技術の系統化調査研

究の一環として実施した。 
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 ・＜報告書タイトル： コークス技術の系統化調査、８６ページ＞ 

 

（４）「北九州・日本・世界の産業技術史」の調査・研究 

当館調査研究部門の監修のもと、特任研究員である公益社団法人日本技術士会九州本部のメ 

ンバー14 名に委託して実施した。 

 ・＜報告書タイトル：産業技術年表（２００６～２０１５年版）、２４０ページ＞ 

（５）「時と時計の歴史」の調査・研究 

当館調査研究員が主体となって調査研究を実施し、図録を編纂した。 

    ・＜図録タイトル：「時を刻む ～“かたち”になった人類の英知～」、４２ページ＞ 

 

３） 企画展示に関する事業の企画、運営 

世界文化遺産の登録応援及び登録記念展を開催するとともに、当館のコンセプトであるイノベ

ーションを切り口とした展示会、及び特別展を開催した。 

 

※ 開館日数、観覧者数は全期間に亘る日数。ただし、計は 27 年度分のみ。 

（同時開催展・特別展の観覧者数は計に含まず。） 

 

 

 

 

企画展名 期間 
開催 

日数 

観覧 

者数 
備考 

春 

企画展 

世界文化遺産登録応援

展 

「東田ものがたり」 

4月11日～

6 月2１日 
62 3,105 

登録申請中の４資産についてパネルで紹介し

た他、製鐵所建設前の八幡の歴史も含めて貴

重な展示物とともに紹介。 

夏秋 

企画展 

世界文化遺産登録記念

展 

「八幡鐵ものがたり」 

7 月4 日～

12 月20 日
152 16,949

世紀を越え稼動し続ける八幡製鐵所の誕生を

今あらためて紐解き、歴史的なイノベーショ

ンを成し遂げた先人達の汗と情熱を紹介。 

冬 

企画展 

2015 年度 グッドデ

ザイン賞 in 北九州 

平成28 年 

1月23日～

4 月10 日 

68 

※ 

3,958 

※ 

世界の人々を魅了する“JAPAN ブランド”

を代表するグッドデザイン賞BEST100 の

中から、４０点を厳選し展示。 

冬同時 

開催展 

世界遺産登録記念デザ

イングッズ 

2015 コレクション 

平成28 年 

1月23日～

4 月10 日 

68 

※ 

6,225 

※ 

各地で製作されたロゴマークや刊行物、記念

グッズ、お土産品等の中から、“デザイン”

という観点でユニークな作品を約８０点展

示。 

特別展 

八幡製鐵所から 

拡がる北九州市の 

近代化産業遺産 

平成27 年 

1月17日～

12 月27 日

303 

※ 

14,505

※ 

北九州市の遺産を紹介する連続シリーズの第

一弾として、世界遺産登録と呼応し開催。150

カ所の写真を市内各区ごとに展示、紹介。 

特別展 

北九州市発展の基盤と

なった交通・土木及び文

化遺産 

平成28 年 

1 月9 日～

5 月8 日 

開 

催 

中 

開 

催 

中 

連続シリーズの第２弾として、まちの発展に

寄与した交通・土木及び文化遺産１９４点を

実物、写真等で紹介。 

計 273 日 23,312  
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４） 映像・図書収集及び公開に関する事業の企画、運営 

企画展と連動する図書や、イノベーション、産業技術、デザインに関する図書の他、社史を積

極的に収集し、利用者の研究や学習を情報面から支援した。また、イノベーションに関する映

像を制作した。 

 

（１） 図書の購入 

① 技術専門書、企画展及び各種講座に関連する書籍、定期刊行物など多分野に亘って広く

購入した。また、社史コーナーを設置するとともに、新書コーナーを前面に出し、利用し

やすい雰囲気づくりを行い、一般の利用者の増加を図った。読書週間のキャンペーン企画

も好評であった。 

② 27 年度図書の購入数：１，４３６冊（書籍１，０２７冊、古書１０４冊、 雑誌３０５冊） 

（２） 映像の製作 

北九州市の岡野商会(現岡野バルブ製造(株))によるバルブ国産化、革新的バルブ開発を取り

上げ、一般市民にも分かり易い技術革新物語として「発電プラントの動脈を操る ～高温・

高圧バルブの開発物語」を制作した（２４分）。 
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